
　　世界史B 36 フランス革命　2　　　　　
【立法議会】　┌(　　　　　　)1派---立憲王政派
　　　　　　　└(　　　　　　)2派---穏健共和派。ブルジョワジーを代表 →主導権
1792年
　4月20日 オーストリア・プロイセンに宣戦布告→(　　　　　　　)3開始(~1802)
　7月　　オーストリア・プロイセン軍がフランス領内に侵入。 
　　　　   議会は(　　　　　)4兵を国民に呼びかけ。
　　　　  全国から義勇兵がパリに。(　　　　　　　)5からの義勇兵の歌「ラ=マルセイエーズ」
　8月10日 パリ市民と義勇兵、王を捕らえて王権を停止、一家をタンプル塔に幽閉。議会を解散させ、91年憲　
　　　　　法も無効とする。 自治組織(　　　　　　　)5樹立=8月10日事件
　　　⇨この過程で義勇兵となった無産市民=サンキュロット=の発言権増大→成人男子(　　　　　)6選挙実施
　9月20日  (　　　　　　　)7の戦い❖a(アルゴンヌ)で仏軍、プロイセン軍に勝利し国境外に押し返す。　
　　　　　(　　　　　　　)8を開く。王政廃止。
　　❖a---プロイセン側のザクセン公に従っていた(　　　　　　)9❖b(1749~1832)は「ここから、そしてこの日から世界の
　　　　　歴史の新しい[      　　　　  ]10が始まる」と述べた。
　　❖b---フランクフルト生まれ。ドイツの文豪、政治家。のちヴァイマル公国の宰相。代表作『ファウスト』
　　  22日  共和政宣言→「フランス第一(　　　　　    )11=1792~1804」樹立
【国民公会】
　　　　┌右翼--(　　　　　　　)12派--共和派、中産市民(ジロンド県出身者が多い)→多数派　 　　
　　　　├中央--平原党。中間派。
　　　　└左翼--(　　　　　　　)13派❖c--急進共和派。無産市民、農民。「山岳派」ともいう。
　　❖c---ジャコバン修道院を拠点とした。ロベスピエール❖d、ダントン❖e、エベール❖fらの指導。
　　❖d---1758~94。カレー出身の弁護士。第三身分代表として革命に参加。初期には死刑や戦争に反対したが、権力を握
　　　　ると恐怖政治によって反対派を次々に処刑した。『最高存在の祭典』を行う。
　　❖e---1759~94。シャンパーニュ出身の弁護士。寛容派として恐怖政治廃止を主張。94年4月処刑。
　　❖f---1757~94。急進派。サンキュロットの指導者。「理性の崇拝」を推進。94年3月処刑。
1793年
　1月 21日  [　　　　　　]14の処刑→ヨーロッパ諸(王)国に衝撃
　3月  9日  「第一次(　　　　　)15大同盟」---英首相ピット(任1783~1801)の提案。
　　　　┌墺・プロイセン---国境を越えフランス領内へ侵入。革命政府「30万人募兵」布告。
　　　　└イギリス---海上封鎖、(　　　　　　)16港=仏海軍基地=包囲。
　　　10日  パリに「(　　　　　　)17裁判所」設置→反対派を粛正して弾圧。上訴審なし。
　　　11日  西部(　　　　　　)18地方で「30万人募兵」に反対する農民、王党派の反乱開始。
　4月 7日 「(　　　　　)19委員会」設置=事実上の政府
　6月 2日 「(　　　　　　　　)20独裁=恐怖政治」の開始。「平和の到来まで、憲法を停止」
　　　　 　[　　　　　　　　　]21率いるジャコバン派がジロンド派、対立者を処刑=仏全土で2万人。
　　　　┌「(　　　　　　)22憲法」制定---共和制。普通選挙。「ジャコバン憲法」
　　　　├「(　　　　　　)23法」採用---度量衡改定。

　　　　├「(　　　　　　) 24=共和=暦」採用---以前のグレゴリウス暦を廃止。紀元元年元旦=1792.9.22
　　　　└封建特権=領主権・(　　　　　　)25徴収権=の無償廃止・食糧の価格統制など
　8月　「国家総動員」布告→(　　　　　　)26制(18~25歳)施行
　10月16日 王妃マリー=[　　　　　　　　　]27を処刑。
1794年
　2月 4日 全フランス領における(　　　　　　)28制度の廃止を決議。

オランプ=ド=グージュ

　7月27日  (　　　　　 　　　)29=熱月9日の反動 --反対派によってロベスビエールら22人処刑。
　　　　→ジロンド派、中間派、富裕な市民に実権が移る。
 1795年
　8月22日 (　　　　　　)30政府(~1799)と新憲法「1795年=共和暦3年の憲法」制定。
　　　　┌(     　　　     )31選挙---一定以上の納税者に限定。元老院と五百人会議。
　　　　├5人の総裁による行政。左派、ジャコバン派を処刑。
　　　　└イギリス、オーストリアとの(　　　　　)32継続。プロイセン、オランダ、スペインとは講和　　　　　　
　　　　→裕福な市民=ブルジョワジー=による共和制。
【女性の権利】
　　　　┌(　　　　　　　)33(1743~94) ❖g　「女性の市民権の承認について」(1790)
　　　　　　→女性の市民権・参政権を認めることを主張
　　　　└オランプ=ド=(　　　　　　　)34(1748~93)❖h　　「女性と女性市民の権利宣言」(1791)
　　　　　→「人権宣言」の「人」を「(    　　　    )35」、「男性と女性」に改める。
　　❖fg---仏の貴族、哲学者、数学者、政治家。革命時にはパリ・コミューンに参加。国民公会議員。93年ジロンド派の
　　　　憲法草案を議会に提出。恐怖政治に反対して逮捕され94年獄中で自殺。
　　❖h---南部モントーバン生まれ。仏の作家、女優、フェミニズム運動先駆者。革命期に女性新聞を創刊。人権宣言の　
　　　　「人」に女性が含まれていないとして17か条の権利宣言を発表。ルイ16世の処刑に反対。ジロンド派、ダント
　　　　ンを支持。1793年「反革命」として処刑された。
[ナポレオン=ボナパルト(1769~1821)❖iの登場]  

　　❖i---1769年(　　　　　　　)36生まれ。父は独立運動指導者。仏本土の陸軍幼年学校、パリの陸軍士官学校砲兵科　
　　　　で学び1785年砲兵士官となる。1793年ころ[　　　　　　　　]37派と親交。
1793年  砲兵大尉として、イギリスからの(　　　　　　　)38港奪還に成功(12月)→准将に昇進。
1795年  王党派の反乱鎮圧の任。将軍となり(　　　　　　　)39遠征軍司令官に。

ロベスピエール ダントン

・革命　・公安　・総裁　・女性　・普通　・制限　・対仏　・戦争　・義勇　・徴兵　・年貢　・奴隷　・1793年　・共和政　
・ゲーテ　・革命戦争　・国民公会　・ジロンド(2)　・イタリア　・コルシカ　・フイヤン　・メートル　・ヴァンデ　
・グージュ　・ヴァルミー　・コンドルセ　・トゥーロン(2)　・マルセイユ　・コミューン　・ジャコバン(2)　・テルミドール　　
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ルイ16世の処刑


